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業績予想に関するお知らせ 
 

平成 23 年 5 月 6 日に公表した「平成 23 年 3 月期決算短信」において未定としていた平成 24 年 3 月期第 2

四半期連結累計期間（平成 23 年 4 月 1 日～平成 23 年 9 月 30 日）の業績予想及び通期（平成 23 年 4 月 1 日

～平成 24 年 3 月 31 日）の業績予想について、お知らせいたします。 

 
記 

 
１.平成 24 年 3 月期第 2四半期連結累計期間業績予想（平成 23 年 4 月 1日～平成 23 年 9 月 30 日）*1

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想(A) 
(平成 23 年 5 月 6 日発表) 

― ― ― ― ― 

今 回 発 表 予 想(B) 200,000 △ 500 △ 1,600 △ 3,000 △8.23 
増  減  額  (B)－(A) ― ― ― ― 
増    減    率  (％) ― ― ― ― 
(ご参考) 前期第2 四半期実績

平成 23 年 3 月期第 2 四半期 
207,584 1,923 904 817 2.24 

*1 金額の単位は、「売上高」「営業利益」「経常利益」「当期純利益」は百万円、「1 株当たり当期純利益」は円で表示しており

ます。 

 
２.平成 24 年 3 月期通期連結業績予想（平成 23 年 4 月 1日～平成 24 年 3 月 31 日）*2,*3 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想(A) 
(平成 23 年 5 月 6 日発表) 

― ― ― ― ― 

今 回 発 表 予 想(B) 445,000 7,000 6,000 1,000 2.74 
増  減  額  (B)－(A) ― ― ― ― 
増    減    率  (％) ― ― ― ― 
(ご参考) 前期実績 
平成 23 年 3 月期 

419,279 788 △ 1,765 △ 12,993 △ 35.65 

*2 金額の単位は、「売上高」「営業利益」「経常利益」「当期純利益」は百万円、「1 株当たり当期純利益」は円で表示しており

ます。 

*3 平成 24 年 3月期は海外連結子会社における決算期変更の過渡期であるため、平成 24 年 3月期連結業績予想には、12 月決算子会

社 26 社の 15 ヶ月分の業績予想（平成 23 年 1月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日）及び、1月決算子会社 1社の 14 ヶ月分の業績予想

（平成 23 年 2月 1 日～平成 24 年 3 月 31 日）を織り込んでいます。 
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  業績予想の概況 

当面の世界経済は、米国経済の回復と新興国の成長の継続により、総じて回復基調で推移するものと期待

されます。また、国内経済についても、第 2 四半期連結累計期間（平成 23 年 4 月～9 月）までは、電力使

用量制限や材料調達不足、各種メーカーの生産調整といった震災影響が残ることが想定されますが、第 3 四

半期連結会計期間（平成 23 年 10 月～12 月）以降は、アジアをはじめとした海外経済の底堅い推移と復興

需要に後押しされ、回復基調に転じるものと見込まれます。 

当社グループにおいては、津波の被害を受けた 2 拠点を除き、被災したすべてのグループ拠点で、ほぼ

平常どおりの生産・出荷を再開しております。また、夏期の電力使用量制限に向けては、稼働日のシフト

や生産の前倒しにより電力使用量の削減を図ってまいります。 
 

当社グループでは、平成 23 年 3 月期に中期経営計画「プラン“BRIDGE”」（対象年度：平成 23 年 3 月

期～平成 25 年 3 月期）を策定し、これに基づく施策を実行してまいりました。しかしながら、このたびの

震災を受けて当社グループを取り巻く事業環境は大きく変化しており、現在「プラン“BRIDGE”」期間中

における数値目標と具体的な施策の見直しを進めております。 

新たな計画の見直しにあたり、成長戦略の策定と構造改革の実行内容を策定してまいりますが、成長の

ための投資や構造改革に伴う費用などにより、本日発表の業績見通しが変動する可能性があります。 
 
なお、平成 24 年 3 月期の配当予想につきましては、今後の事業戦略を見直したうえで決定するため、引

き続き未定といたします。 

 

（注）上記予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の

業績は今後の様々な要因により異なる結果となることがあります。 

 

以 上 

 


